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　戦後最低の投票率となった十六日の衆院選

は、自民党が定数（四八〇）の六割を超える二

百九十四議席を確保する圧勝で終わった。し

かし小選挙区で自民党候補の名を書いたのは

全有権者の約四分の一、比例代表に至っては

１５・９９％だった。自民党の勝利は、必ずしも

民意を反映したものではない。多党乱立と低投

票率が自民党を利した結果であるということ

が、はっきり分かる。

　衆院選の投票率は小選挙区で５９・３２％。戦

後最低を記録した。

　一方、自民党の得票率は小選挙区が４３・０１％。比例代表は２７・６２％。ただし、これは

投票した人の中での比率だ。

　全有権者に占める比率は２４・６７％、比例代表は１５・９９％となる。選挙区でも比例代表

でも自民党候補や党名を書いた有権者は「少数派」だ。

　ところが、自民党が獲得した議席は小選挙区で定数の７９％にあたる二百三十七議席、

比例代表は、同３１・６７％の五十七議席だった。

　現在の衆院選挙制度は、小選挙区制と比例代表の並立制を採用している。民意を集約

して二大政党制に導く小選挙区制で自民党は、有権者全体に占める得票率の三倍以上の

議席を獲得。信じられないような世論との乖離（かいり）が生じた。

　民主党は、小選挙区で自民党の約半分にあたる２２・８１％の得票だったが小選挙区での

獲得議席は自民党の一割強の二十七にとどまった。ここで両党が明暗を分けた。

　このようなずれは、十二党が乱立した今回の衆院選で、多くの候補が票を食い合ったこと

が最大の要因。特に、最大の争点の一つだった原発政策で「原発ゼロ」を公約する政党が

小選挙区で競合し、結果として原発を容認する自民党を利した形だ。
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